　　　第３章　ショタンカーメンの秘法

「ターゲットはこのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),娘)よ」

　姫華が見せてくれた写真には、僕の知っている人物が写っていた。

　白鳥舞。委員長だ。

「『素敵な恋がしたい』っていうのが、彼女の願いみたい」

　姫華は言った。

「ちょっと待てよ」

　僕は姫華の話をさえぎった。

「僕はこのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),娘)を知っている。委員長は――彼女のことなんだけど――実は腐女子なんだ。恋愛は男×男でなければならないと思っているような奴だ。どうしてそれが、『素敵な恋がしたい』なんて願うんだよ」

　すると姫華は、さめざめと涙を流し始めた。

「彼女には、聞くも涙、語るも涙の壮絶な過去があったのよ」

　姫華はビデオデッキに、『白鳥舞の憂鬱』と書かれたラベルの貼ってあるテープを入れ、再生した。

三つ編みのメガネっ娘が、テレビの画面に映し出された。

委員長だ。ただし、現在の委員長よりは小さい。何年か前の映像なのだろう。

場所は校舎裏だった。でも僕の通っている高校とは違う。このとき委員長は中学生で、ここは彼女の通っていた中学といったところか。

委員長は――当時も委員長だったのかどうかは知らないが――妙にそわそわしていた。

「読めたぞ」

　ビデオを見ながら、僕はつぶやいた。

　委員長は手紙かなにかで好きな人を呼び出して、告白するつもりなのだろう。

　テレビ画面の中では、委員長がそのへんに咲いていた花を摘み取り、花占いを始めていた。

「好き、嫌い、好き、嫌い……」

　すると、そこに男が現れた。爽やかな感じのイケメンだ。

「待たせたな」

　イケメンが言うと、委員長は、

「いえ、わたしもいま来たところ。それより、室長、大事な話があるの」

「なんだ、副室長、大事な話って？　まあ、こんなところに呼び出すくらいだから、想像はつくけど」

　このとき委員長は副室長で、イケメンは室長だったらしい。

　もしかりに、委員長の母校のクラスの代表の役職名が『室長』でなく『委員長』だったら、少々ややこしいことになっていただろう。そうならなかったことを、僕はこの名も知らぬ中学の生徒会に感謝した。

　テレビの中では、委員長――当時の副室長が、顔を真っ赤に染めて、愛の告白をイケメンの室長に捧げんとする場面だった。

「室長……わたし、もうあなたの後ろを歩くのはイヤなんです。あなたと並んで歩きたいんです」

　うわっ、なんだこのイタイ告白は。

　案の定というかなんというか、室長には意味がよくわからなかったようだ。彼は首をかしげ、しばらくのちに口を開いた。

「それは……室長の仕事のことか？　確かに、クラスのことになるといつも俺が仕切って、お前は俺の指示に従っているだけだったな。お前ももっと自分からなにかやりたいってことか……」

　それから彼はひとりでうんうんとうなずいた。

「それもそうだよな。いままでは悪かった。これからはやりたいことがあったらどんどん

意見を出してくれ。お前は優秀だから、そのほうがクラスのためにもなるだろう」

　ひとりであさっての方向に話を持っていってしまった室長の肩に、委員長は両手を乗せ、

「違うの！」

　至近距離からめいっぱい叫んだ。

　驚いた室長が飛びのく。

「うわっ！」

「……あ、大声出しちゃって、ごめんなさい」

　委員長はいったんうつむいて謝ったが、その後もういちど室長のハンサムな顔を見つめる。

「クラスのことじゃなくて……わたしの人生のことなの」

「人生？」

「そう、人生」

　委員長は大きくうなずいた。

「つまり簡単に言えば、こういうこと」

　委員長は室長の目をしっかりと見すえ、言う。

「好きです。つきあってください」

　すると室長はあきれたように、

「それなら最初からそう言えよ……」

　言いかけて、なにかに気がつく。

「ん？」

　室長の目は、地面に落ちている、花びらのちぎられた花に向けられていた。

　彼は険を含むまなざしで委員長を見た。

「お前がやったのか」

　容疑者を取り調べる刑事のように、委員長に詰め寄る。

　委員長は、室長から顔をそむけ、

「実は……花占いをしてたの」

　すると室長はうなずき、

「なるほど。お前は俺が来たとき、いま来たところだと言っていたが、それは花占いをしていたことを隠すための嘘だったのか」

「別に花占いをしていたことを隠すためじゃ……」

「問答無用！」

　室長は、委員長の鼻先にぴしゃりと指を突きつけた。

「お前は自分がなにをしたかわかっていないようだな」

　彼はポケットから手榴弾を取り出し、安全ピンを噛み切ったのち、ものすごい勢いでそれを投擲した。

「ちょっと待てよ！　なんでこいつ、手榴弾なんか持ってるんだよ！」

　僕は思わず全力でテレビに向かってツッコミを入れた。そして姫華に、

「静かにしてよ」

　と、ハリセンで頭を叩かれてしまった。ていうか、お前もなんでハリセンなんか持ってるんだよ。

　ともあれ、室長が投げた手榴弾は、一直線に花壇へと飛んでいき、ついさきほどまできれいに咲き誇っていた花たちを、一瞬で無残な姿に変えてしまった。

　室長の暴挙に、委員長は開いた口がふさがらないようすだった。無理もない。テレビの前の僕も呆然としている。

「……な、な、な、なんてことを」

　怒りのためか、それとも悲しみのせいか。委員長は肩を震わせている。

「どうして！　どうしてこんなことしたのよ！」

　委員長が室長の肩を揺さぶる。しかし彼は平然と言ってのけた。

「別に理由などない」

「お花が！　お花がかわいそうでしょ！」

　委員長は激怒した。

　室長はなにくわぬ顔で続ける。

「花にとっては、こうやって理由もなく燃やされるのも、花占いで千切られるのも、まったく同じことだ」

　そして、唖然としている委員長に対して、彼はいけしゃあしゃあと言い放つ。

「花だって生きている。お前のように生命を粗末にする奴とは、俺はつきあえない。じゃあな」

　室長は片手をあげて、石化した委員長をその場に残したまま去っていった。

「……これは酷い」

　ビデオを見て、しばらく言葉を失っていた僕が、ようやく口にすることができたセリフがこれだった。

　焼けたのが花壇の花だけだったのがせめてもの救いだ。もしかりに、室長が、人も花も同じ生命だとか言って人に向かって手榴弾を投げていたら、大惨事になっていたことだろう。

「でしょ？」

　ベッドに腰掛けていた姫華が言った。

「まあ、焼けたのが花だったからまだいいけど、もしあのイケメンが、人も花も同じ生命だとか言って人に手榴弾投げてたりしたら、大変なことになってたわよね」

　おお、僕の考えていたこととまったく同じだ。

　結婚しよう、姫華。

「……なんて、あのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),娘)は思ったわけなのよ」

　僕が結婚すべき相手は、姫華じゃなくて委員長だったのか。

　自分が花嫁候補から外されたことなど知る由もない姫華は、説明を続ける。

「その想像があんまり怖かったから、朝も眠れなかったそうよ」

「夜寝ろよ！」

　反射的にツッコんでから、僕はしばし考えて、

「……いや、朝眠れないってことは、夜はちゃんと寝てたってことか。それとも、あまりに恐ろしかったから、夜も眠れなくて翌朝になってもまだ眠れなかったとか？」

「そこまでは知らないわよ」

　そして姫華は、

「このときからあの娘は……」

　と前置きして立ち上がり、両手を広げて天を仰いだ。

「ああ、わたしが室長に恋なんかしてしまったせいで、罪もない花壇の花たちが焼き払われてしまった。もう恋なんてしないわ」

　それからふたたびベッドに腰を下ろし、

「こんなふうになっちゃったってわけ」

「なるほど」

　僕は納得した。それで、委員長は自分が恋をするのではなく、男×男の恋愛を妄想する道を選んだというわけか。

　姫華は、両腕を胸の前でクロスさせ、

「でも、やっぱりあのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),娘)の本質は恋する乙女なのよ。短冊に書かれた『素敵な恋がしたい』っていうのが、彼女の偽らざる気持ちなわけ。わかるでしょ」

　そして、またもやベッドから立ち上がり――立ったり座ったり忙しい奴だ――僕に向かってびしっと人さし指を突きつけた。

「アリ彦……いいえ、ショタ仮面」

　どっちでもええっちゅーねん。

「あのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),娘)を救えるのは、あなたしかいないわ。いまから彼女のところへ行って、フォーリンラブしてきなさいっ！」

「……と言われてもなあ」

　僕は現在、ショタ仮面に変装して街を歩いている。この格好で、委員長と恋愛をするのが任務の内容だ。

「それにしても変な格好だよな」

　人々の視線が痛い。

麦わら帽子と虫取り網・虫かごはまだいい。ヒーローＴシャツと半ズボンも、百歩譲ってまあよしとしよう。僕は背が低いから、普通に小学生に見えるだろう……この変な仮面さえなければ。

だが、仮面を外すわけにはいかないのだ。委員長は僕の顔を知っているから。

それにしても仮面を着けるのなら、もっとふさわしいコーディネートがあるはずだ。タキシードとか、蝶ネクタイとか、シルクハットとか。

だが姫華は、委員長は腐女子だからショタが好きなはずだ、と主張した。そして結局、僕はショタ仮面の格好で委員長と交際しなければならなくなった。

「さて、着いたぞ」

　委員長の家だ。インターホンを押したいところだが、姫華によると、二階の窓から颯爽と現れてこそヒーローらしい。それに、インターホンを押して、委員長が出てくれば快く迎え入れてくれるだろうが（疑わしいが、姫華によると間違いないらしい）、親とかが出てきたら、こんな怪しい格好の人間は追い返されてしまうだろう。

　そこで僕は、まわりに人がいないのを確認して――もし人がいたら、警察を呼ばれるかもしれない――委員長の家の塀をよじ登った。

　コンコン。

　ショタ仮面、すなわち僕が、委員長の部屋の窓をノックした音だ。机に向かっていた――勉強をしていたのか、それともやおい同人誌でも書いていたのか、そこまではわからなかったが――委員長は、こちらを振り向いた。

　さあ、この珍妙な来訪者を、委員長はどう思うだろうか。唖然として目が点になる、というのが一般的な反応だろう。

　ところが委員長の目は、点ではなくハートの形になった。

「なんてチャーミングな子なの！」

　委員長は窓を開けるやいなや、僕を抱き寄せてベッドに押し倒した。

「！」

　意外なほど積極的な彼女の行動に、僕は頭の中が真っ白になる。

「……誰か知らないけど……かわいいよ……誰か知らないけど」

　知っていたら、「ショタ仮面かわいいよショタ仮面」と言っていたのだろう。

　委員長はベッドの上で僕を抱きしめたまま頬ずりしてきた。仮面が邪魔で、彼女のほっぺたの感触が伝わってこないのが惜しまれるところだ。

　委員長は気の済むまで僕を愛でると、

「じゃあ、お姉ちゃんはやらなきゃならないことがあるから、ちょっとそこに座っててね。いい子だから」

　僕の頭をなで、ベッドに座らせた。完全に僕を子供だと思い込んでいる。「いい子だから」とか言って――しかしなんなんだろう、人の家に二階の窓から入ってくるような『いい子』って。

　委員長は机に向かうと、真っ白な紙にペンを走らせ、長大な文章を書き始めた。

「この仮面の子と、星瓦くんのカップリングで千枚は書けるわ」

　ちょっと待て、同一人物だ、そのふたりは。

「それにしても惜しい題材を亡くしたわよねー」

　惜しい題材？　そうか、星瓦或彦は死んだことになっていたんだ、こっちの世界では。

　てか、題材言うな。じゃあ普通に人材と言えばいいのかというと、それも微妙だけど。

　委員長はといえば、円周率を計算するスーパーコンピュータのようなスピードで、小説を書いている。おそらく彼女の脳内では、ものすごい妄想がとめどなくあふれだしているのだろう。

　だが、これでは僕と委員長が恋愛をしていることにはならない。だから、彼女には腐女子ロードから足を洗ってもらう必要がある。

そこで僕は、真剣な表情で委員長を見つめ、言った。

「委員長」

　すると彼女は首をかしげた。

「委員長？」

　しまった。僕はいま、ショタ仮面という設定だ。委員長を委員長と呼ぶのはおかしい。

「あ、いや、えーと……お姉ちゃん、これだ。あの、えーと、お姉ちゃん、クラス委員長とかやってそうな感じだから。ほら、あの、メガネとか、三つ編みとか」

　僕がとっさにごまかすと、委員長は、感心したように、いや、感心したのをよそおっているように言った。

「よくわかったわねー。花マルをあげましょー」

　適当な紙に赤ペンで花マルを描いて、笑顔で僕に手渡す。まったくの子ども扱いだ。

　だが、僕が言葉を続けると、その笑みは一瞬にして凍りついた。僕はこう言ったのだ。

「お姉ちゃんは、どうして星瓦或彦が死んだのか、知ってる？」

「星瓦くんが死んだのは、わたしのせい」

　委員長は言った。

「わたしが、星瓦くんと強井先生をカップリングした本を書いたのがきっかけで、強井先生は星瓦君に猛烈にアプローチしたそうなの」

　委員長は、肩を震わせ、号泣した。

「それが……まさかあんなことになってしまうなんて！　そうよ！　全部わたしのせいよ！　星瓦くんが強井先生とつきあうようになって、愛を確かめ合っているときに興奮しすぎて死んでしまったのは！」

「違う！」

　僕は即座にツッコんだ。

「彼の名誉のために言っておくけど、星瓦或彦は強井先生とつきあってなんかいない！」

　すると委員長は、いぶかしげな目で僕を見つめてきた。

「あなた、随分と星瓦くんのこと知ってるのね」

　ヤバっ。僕の正体がバレてしまったか？

　委員長は、ニヤニヤと笑って、

「ははーん、わかったわ」

　大ピンチだ。

　ところが、委員長は、目を輝かせて、まったく見当違いな推理を披露するのだった。

「あなた、星瓦くんの恋人でしょ」

「へ？」

　なにを言っているんだ、委員長は。

「きっとこうよ。星瓦くんは、あなたという素敵な恋人がいるにもかかわらず、強井先生に迫られて、一度だけ関係を持ってしまったの。道ならぬ恋ね」

　委員長は浮気という意味で『道ならぬ恋』と言っているのだろうが、僕に言わせれば、ホモという時点で道もなにもあったもんじゃない。

「そして星瓦くんは罪悪感に苦しみ、自殺してしまったと」

「違うって」

　僕は必死で反論した。

「彼は僕とつきあってもいないし、ましてや強井先生と関係なんて持ってない」

「照れなくれもいいのよ」

　照れてねぇ。

　まあ、いいか。本来なら星瓦或彦は強井先生がキモいからイヤで自殺したということにしたかったところだが、委員長が自分のせいだと思ってくれれば作戦は進む。

　そういうわけで僕は、僕――ショタ仮面ではなく、星瓦或彦のほうの僕だが――の名誉を踏み台に、任務を遂行することとする。

「とにかく、彼が死んだそもそもの原因は、お姉ちゃんが腐女子になってしまったことだと思うんだ」

　僕が言うと、委員長は目に涙を浮かべた。

「……わかってる。わかってるけど……じゃあわたしはどうすればいいっていうの!?」

　僕は委員長の肩に手を置いた。

「やめるんだ。腐女子を。ボーイズラブを書くのを。そして始めるんだ。普通の恋愛を」

　すると委員長は、

「でも、わたしが普通の恋愛をしようとしたせいで、学校の花壇の花が焼きつくされちゃったことがあるのよ」

　そのことは姫華が見せてくれたビデオで知っている。そこで僕は言ってやった。

「あれは室長が悪い」

　すると委員長は、首をかしげてしばらく考え込み、

「……それもそうね」

　……いまごろ気づいたよこの人。

「わたし、普通の恋愛をするわ」

　決意して立ち上がる、委員長。

「だから、これはもういらない」

　委員長は、さきほど書いていたショタ仮面×星瓦或彦の小説を、紙飛行機にして窓から飛ばし始めた。

「うわ、やめろって」

　僕はあわてて委員長を止めた。誰かが拾って読んだらどうするんだ。

「止めないで。わたしは大丈夫だから」

　僕の心が大丈夫じゃないんだよ。

　結局、委員長は書けたところまでの用紙をすべて紙飛行機にして飛ばしてしまった。計十三枚。あんな短時間でよく書けたものだ。

　まあ、しかたないか。彼女は千枚書くといっていたから、十三枚の時点ならまだ最序盤。そんなにきわどいシーンはないだろう……とか考えていると。

　バサッ。

　委員長の本棚から、一冊の本が落ちた。拾って見てみると、タイトルは『小説の書き方』。ペラペラとめくってみると、いまの僕にとってはあまりにも衝撃的なことが書かれていた。

『冒頭に、最も盛り上がるシーンを書け』

　……………………終わった。

　そんな僕の絶望を知ってか知らずか――いや、知っているとしたらタチが悪すぎる。知らないんだろう――委員長は言う。

「でも、恋愛って、相手が必要よね」

　僕は、心の中では滂沱の涙を流しつつも、顔には爽やかな笑みを浮かべて言った。

「相手なら、ここにいるよ」

　そして、姫華に教えられた――彼女によると、これで落とせない女はいないらしい。かなり疑問だが――究極の愛の言葉をささやく。

「君は眩しすぎるから、ずっと君を見ていることはできないかもしれない。それでも一緒にいてくれるかい？」

　……僕だって、こんな恥ずかしいセリフ、本当は言いたくないんだ。まして、いまの僕の格好といったら、ヒーローＴシャツと半ズボン、麦わら帽子、虫取り網と虫かごだぞ。キザなセリフは似合わないだろう。

でも、姫華の奴が、言わなかったら僕をアイロン台にするって言うからしかたなく……あれ、委員長の体からピンクのオーラが出てる。

「素敵!!!　眩しすぎるのはむしろあなたの方よ！　でもわたしはあなたを見つめていたい！　抱きしめていたい！」

　目をハートにした委員長が、僕に抱きついてきた。どうやら、結果オーライだったようだ。とりあえずよかった。

　……いいのかよ、ホントに。

「じゃあ、早速デートしよう」

　ショタ仮面の僕が言うと、委員長はためらった。

「……ごめんなさい。そういうのは苦手で……」

　デートは苦手なのか。しかしデートのひとつもしないようでは恋愛とは言えない。

　僕は彼女の両肩に手を乗せ、励ますように言った。

「苦手だからといって逃げていたら、なにも始まらない」

　すると委員長は、しばしの逡巡ののち、決意したようにうなずいた。

「……ソウネ。ワカッタワ。ワタシ、行クワ」

　声が震えている。どんだけデート苦手なんだよ。

「……アア、デモ怖イ」

　委員長は声だけでなく身体までガクガクブルブルとさせる。そしてタンスの中からなにかを取り出した。

「……コレヲカケテオケバ……デモソレジャア虫ガ寄ッテコナイカラ虫取リニナラナイ……」

　虫除けスプレーだった。

「あの、委員……いや、お姉ちゃん？」

　マナーモードで着信の入った携帯電話のように振動する委員長の背中に、僕はおそるおそる声をかけた。

　ぎいぃぃぃっ。

　彼女はロボットのように首だけを回転させ、こちらを向いた。

「ナ……ニ……？」

　焦点の合っていない瞳で見つめてくる委員長。怖いって。

　だが、一番怖がっているのは彼女だ。僕まで怖がっていてはどうにもならない。そこで僕は尋ねた。

「もしかして、いまから虫取りに行くと思ってる？」

　すると、委員長の身体の震えは、徐々におさまった。

「……違うの？　虫取り網と虫カゴ持ってるから、てっきり虫取りかと思ったんだけど」

　委員長は勘違いしていたようだ。そして、僕も。

　彼女が苦手なのは、デートではなく虫だったのだ。

　僕は委員長を安心させるため、パタパタと手を振った。

「違う違う。こんなのは飾りだよ」

「じゃあ、デートはどこへ行くの？」

　彼女の質問に、僕はとびっきりの笑顔で答えた。

「お姉ちゃんが行きたいところなら、どこでもいいよ」

　すると委員長は、

「なんてやさしい子なの！」

　と僕を抱きしめて頭をなで、言った。

「あなたのおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うち),家)に行きたいわ」

　天に向かって伸びる超高層建築。

　パンダ堂本社ビルを目の前にして、委員長は尋ねてきた。

「ここが、ショタ仮面くんのお家なの？」

　ちなみにショタ仮面という名前は、委員長の家からここに来る途中で、彼女が「あなたがあまりにもかわいいから、名前を聞くのも忘れていたわ」と言ったときに名乗っておいた。

　ともあれ、委員長をここに連れてきたのは、彼女にも『ダブルセブン』のメンバーになってもらおうと思ったからだ。

　『ダブルセブン』のメンバーである僕が、そうでない委員長とつきあうために、いちいちショタ仮面になって町を出歩いていたら、さすがに不審に思う人とか出てくるだろうから。

　その点、彼女もメンバーになってしまえば、このビルの地下100階で、（表の世界の）誰にも見つかることなくつきあうことができるというものだ。

　僕は、委員長を『ダブルセブン』の本拠地、地下100階まで案内した。途中、委員長がエレベーターの「Ｂ１００」を押しそうになるというトラブルはあったものの、彼女に飛びかかって阻止した。そのとき勢い余って押し倒してしまい、いい雰囲気になるというお約束の展開もあった。地上50階から地下100階へと下りる垂直な縦穴では、委員長は僕を抱きかかえ、三つ編みにした髪をプロペラのように回転させて空中を浮遊しながら降下するという人間らしからぬ技を見せた。

　地下100階にたどり着くと、僕は姫華に事情を話すべく、委員長を連れて部屋に戻った。

「ただいま、姫華」

　僕がドアを開けると、姫華は僕のほうを見て、それから僕の隣にいる委員長を見た。しばし視線をふたりのあいだで往復させたのち、

「連れてきてどうするのよっ！」

　アイロンを投げつけてきた。

「うわっ！」

　僕はとっさに避けた。

「なにするんだよ！　危ないじゃないか！」

　姫華は僕をアイロン台にするとか言っていたが、アイロン台に向かってアイロンを勢いよく投げつけたりしてはいけない。

　だが、姫華は僕の話など聞いちゃいなかった。その視線は、僕の後ろで壁にぶつかって破損した、アイロンに向けられている。

「ア～リ～ひ～こ～」

　怒りの形相で僕に詰め寄る姫華。

「どうしてくれるのよ！　あんたが避けるから、アイロンが壊れちゃったじゃない！」

「お前は僕とアイロンとどっちが大事なんだよ！」

　いかんいかん。いつもの漫才をやっている場合ではない。委員長を『ダブルセブン』のメンバーにするという、重要な仕事があるんだった。

　ところが、その委員長は、鳩がガトリングガンを喰らったように目を大きく見開き、僕を指さして固まっていた。

「あの……委員長？」

　顔の前で手を振ってみても、反応がない。

「委員長ってば」

肩を揺すってみたが、へんじがない。まるで、ただのしかばねのようだ。

「おーい、委員長」

　胸を揉んだ。それでもノーリアクション。

「委員長、しっかりしろよ」

　スカートの中に手を入れようとしたところ、鈍器のようなものが僕の頭を直撃した。

「いいかげんにしなさい」

　姫華だった。その手には、さきほど壊れてしまったアイロンが握られていた。

「だからアイロンはやめろ……って、そんなこと言ってる場合じゃない、委員長が動かないんだ」

　すると姫華は、委員長の三つ編みを引っ張った。

　ピコココーン。

　パソコンが起動するときみたいな音がした。委員長、なにものだ、お前は。

　スイッチが入って動くようになった委員長は、姫華に尋ねるのだった。

「あなた、さっきショタ仮面くんのこと、或彦って呼ばなかった？」

「バレてしまったのなら仕方がない」

　僕が言うと、姫華が後をついで、

「あんたには死んでもらう」

　委員長にピストルを向ける。

「やめろ！」

　僕は姫華からピストルを奪う。

　よく見ると水鉄砲だった。

「なんだ、水鉄砲か」

　僕はそいつを放り捨てた。

　すると姫華が、

「中身はニトログリセリ……」

「爆発するじゃないか！　伏せろ！」

　僕は姫華と委員長をまとめて押し倒した。

「きゃっ！」

「ひゃん！」

　ふたりは悲鳴をあげる。

「もう、アリ彦ったら、急に３Ｐがしたくなったからって……」

「なるか！　ニトログリセリンが爆発するかもしれないから、僕は君たちを守ろうと……」

「あれは冗談よ」

　姫華はなにくわぬ顔で言う。

「ニトログリセリンなんて入ってるわけないでしょ。灯油よ」

「……」

　それもちょっと危ないのでは。

「ストーブに灯油を入れるとき、わざわざストーブのところまで行くのも面倒だからね」

「……ツッコみたいところはいくつかあるが、とりあえずいまはストーブを使うような季節じゃないと言っておく」

「……あのー」

　おずおずと手をあげて言ったのは、委員長だった。

「漫才をやっているところ申し訳ないんだけど……」

　ああ、そうだった。こんなことをしている場合じゃない。

　僕は委員長の両肩に手を乗せ、シリアスな声で言った。

「そうなんだ、お姉ちゃん……いや、委員長。僕はショタ仮面なんかじゃない。僕は……」

　仮面を脱ぎ捨てた。

「！」

　委員長は言葉を失っていた――驚きのあまり。

　そして数瞬後。

「素顔もかわいい！」

　いや、彼女が絶句していた理由は驚きではなく、感激だったのかもしれない。

　とにかく委員長は、仮面を外した僕に飛び掛るようにして抱きつき、頬ずりをしてきた。今度こそ、委員長の柔らかいほっぺたが僕の顔に直に当たっている。気持ちいい。

　……いや、喜んでいる場合ではない。

「委員長、落ち着いて！」

　僕は委員長を引きはがした――本当はもうちょっと抱かれていたかったけど。

「僕の顔をよく見て」

　すると彼女はじっとこちらを見つめて……

「やっぱりかわいい！」

「そうじゃなくて！」

　……ダメだ。いまの委員長はどうかしている。落ち着かせなければ。

　音楽でも聴けば、落ち着くかもしれない。

「あるーひー♪　もりのーなーかー♪　くまさーんーにー♪　でーあーっーたー♪」

　僕が歌うと、委員長は精神病の患者を心配するように、

「……大丈夫？」

「……」

音楽を聴いてというわけではなさそうだけど、落ち着いたみたいなのでよしとしよう……いいのか、ホントに。

そして委員長は、なにかに気づいたかのように、ぱっと目を見開いた。僕をまじまじと見て、

「ひょっとして、あなた……星瓦くん？」

「ひょっとしなくてもそうだよ！」

　ていうか、いまごろ気づいたよこの人。

　なんか疲れた。

　ため息をつく僕とは対照的に、委員長はメガネの奥の瞳をキラキラと輝かせていた。

「星瓦くん、そのヒーローＴシャツも半ズボンも、麦わら帽子も虫取り網も虫カゴも、すっごく似合ってるわ！　どうしていままで着てなかったの!?　こんなに似合うコスチュームがあるのに、それを着てなかったなんて神への冒涜だわ！　これからはずっとその格好でいなさい！　ほかの服とかは着ちゃダメ、ゼッタイ！」

「……もう、好きにしてくれ」

　僕はあきらめの境地で言った。

　まったく、僕の周りにまともな人間はいないのか。

「委員長、大事な話があるんだ」

　僕は真剣な顔と声で言った。もっとも、虫取り網とかを持っているので、格好はつかないが。

　だがそれがいい、とでも思ったのか、委員長は瞳をキラキラと輝かせた。

「大事な話？　もしかして、プロポーズとか!?　きゃー、どうしよう」

　嬉しそうに身体をくねらせる。

「……いや、そんなんじゃないから」

　僕が否定すると、委員長のテンションはしかし、さらに上がった。

「『そんなんじゃない』!?　ってことは、もっとすごいことなのね！」

「どうすればそんなポジティブな解釈ができるんだよ！　ていうか、プロポーズよりすごいことってなんだよ！」

　思わず声をあららげてツッコんでしまった。

　はぁ、疲れる……

　でも話を続けないとどうにもならない。

「大事な話っていうのは、委員長には『ダブルセブン』のメンバーになってもらわなきゃいけないってことなんだ」

「『ダブルセブン』？　メンバー？」

　当然ながら、委員長は首をかしげた。

　そこで僕は説明した。『ダブルセブン』とは、人々が七夕に短冊に書いた願いを叶えるために暗躍する秘密組織であることを。

　すると委員長は不安げな顔で言った。

「なんだか大変そう……」

　だよなあ。僕もこんな格好をさせられたわけだし。

　委員長には悪いことをしてしまったかもしれない、と思っているところで、姫華が口を挟んできた。

「まあ、七夕はちょっと大変かもね」

　そしてとんでもないことを言い出すのだった。

「去年なんか女の子を１２人も拉致しなきゃならなかったし、おととしはアニメを作ることになったし……」

　僕の脳裏に、かつての七夕の悪夢がよみがえる。あれはお前の仕業だったのか。

「まあでも安心して」

　なにをどう安心すればいいんだ……って、姫華は委員長に対して言っているのか。

「来年の七夕までは、仕事ないから。部屋でゴロゴロしてればいいだけ」

　すると委員長は、ほっと胸をなでおろした。

「それなら安心ね」

　姫華は委員長の手を取り、

「じゃあ、あなたをバンブーさん――ヒメカの上司なんだけど――に紹介したいから、ついてきて」

　部屋を後にする。僕も同伴した。

　コンコン。

　姫華がバンブーさんの部屋の扉をノックする。

「はーい、いま開けまーす」

　現れたのは、しかしバンブーさんだけではなかった。彼女の隣に、小学生くらいの女の子がいたのだ。

　姫華も彼女を知らないようで、バンブーさんに尋ねようとする。

「ええと、この子は……」

　すると、女の子は勢いよく自己紹介を始めた。

「はじめましてぇ。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つるす),鶴巣)こよりと申しますぅ。実はわたしは夢遊病でですね、寝てる間に歩き回ったりしてるみたいなんですぅ。それで今朝起きたら知らない町に来ちゃってたんですぅ。それで途方に暮れているわたしを、バンブーさんが拾ってくださったんですぅ」

　そのバンブーさんは涙を流していた。

「ううっ、朝起きたら知らない町に来ていたなんて、かわいそうに」

　ていうか、夢遊病ってレベルじゃねーぞ。

　姫華は、

「それで、この娘も『ダブルセブン』のメンバーになったってわけ？」

　バンブーさんに訊いた。

　しかしバンブーさんは、

「ううっ、まだ小さいのに、家族とも友達とも離れ離れに……」

　いつまでも泣いていた。

　代わりに本人が、
「そうなんですぅ。ちなみにコードネームはクレーンなのですぅ」

　と説明してくれた。

　さて、こちらも委員長を紹介しなければならない。姫華が言う。

「ところで、バンブーさん、この三つ編みのメガネっ娘も、『ダブルセブン』に入れたいんだけど……」

「うぇえぇん、うぇえぇん」

　……まだ泣いてるよ、この人。こんなんでよく上司が務まるな。

　泣き泣きマシンと化してしまったバンブーさんに代わって、クレーンちゃんが言った。

「それなら、わたしのパートナーになってくださいですぅ。マイナス10033号室で一緒に暮らすのですぅ」

「パートナー？」

　委員長が首をかしげると、姫華が説明した。

「『ダブルセブン』のメンバーはふたり一組で行動するの。ヒメカは前のパートナーをアイロンで殴り殺しちゃってから、アリ彦が来るまでひとりだったけど……」

　……冗談、だよね。

　ともかく、クレーンちゃんは委員長の手を引いて、おそらくはそのマイナス10033号室とやらへ――地下100階の33番目の部屋だから、マイナス10033号室なのだろう――去っていった。

　クレーンちゃん、小さいのにバンブーさんよりもずっとしっかりしてるじゃないか。

「アリ彦。あの三つ編みのメガネっ娘に夜這いをかけてきなさい」

　部屋に戻った僕が、睡眠を取ろうとしてベッドに飛び込んだところで、姫華は命令してきた。

「……なぜ？」

　僕が疑問を表明すると姫華は、さきほど投げられて壊れたアイロンを、ふたたび投げてきた。

「うわぁ！」

　間一髪で避ける。僕の後ろの壁にめり込んでいるアイロンは、すでにアイロンとしての機能は失っているが、投擲用武器としての性能は新品のアイロンにひけをとらない。

「『なぜ？』じゃないわよ！」

　こんどは姫華のハイキックが飛んできた。

「ひゃっ！」

　素早く身を引いてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かわ),躱)す。

「水玉……」

　蹴りを放つために片足を大きく振り上げていたので、パンツが見えていた。

「……どこ見てんのよ」

　姫華の踵落としが僕の頭を直撃した。

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いて),痛)っ」

　頭を抱える僕に、姫華は傲然と言う。

「これでも手加減したんだから、感謝しなさい」

「そうしないと靴が壊れるからだろ……」

　姫華は室内でもどこでも、ガラスのハイヒールをはいている。こんなもので全力で踵落としとかしようものなら、ガラス片が飛び散って危険極まりない。

「そうよ。人は学習するものなのよ」

　姫華は悪びれる様子もなく、壁にめり込んでいるアイロンを指さした。

「ああ、アイロン、あなたの死は無駄にはしないわ」

　アイロンの亡き骸に合掌した姫華は、それから僕に向き直り、言った。

「アリ彦も、あのアイロンみたいになりたくなかったら、早くあの娘に夜這いをかけてきなさい」

「脅迫かよ！」

　僕はツッコんだ。

　そして一転してシリアスに言う。

「それは、できない」

　姫華は僕の真剣さにすこし怯んだようすで、顔をそらして言った。

「……ど、どうしてよ」

　次の瞬間。

　僕は姫華を抱きしめた。

「僕が好きなのは、姫華、君だけだから」

　ポーーーーッ！

　まるで蒸気機関車のように、姫華は頭から煙を噴き上げた。

「ちょ、ちょ、ちょっと、なに言ってんのよアリ彦！」

　姫華は、自分を抱きしめていた僕の腕を振りほどき、真っ赤な顔で言った。

　かまわず、僕は姫華の瞳をまっすぐに見つめ、続ける。

「姫華……僕は君と漫才をしたり、抱き枕になったり、バスタオルになったり、逆に姫華をバスタオルにしたり、アイロンを投げられたりしているうちに、君に恋をしてしまったみたいなんだ」

「でもそれじゃあ、あの三つ編みのメガネっ娘に素敵な恋をさせるっていう任務はどうなるのよ」

　姫華が反論するが、僕は構わずに言う。

「任務？　そんなものはどうでもいいんだ。もう僕の瞳には、姫華しか写っていないのだから」

「アリ彦……」

　姫華の目から、ぽろぽろと涙が零れ落ちた。

「実はヒメカも、アリ彦がほかの女の子のものになっちゃうと思うと、胸が痛かった……」

　おお、なんか都合のいい展開だ！　チャンスだ。僕は一気に畳み掛ける。

「それは恋という名の病だよ、姫華。どんな名医でも治すことはできない。でも、その胸の痛みを和らげることくらいなら、僕にはできる」

「アリ彦……」

　姫華は、着ていたドレスを胸のところまでたくし上げた。

「じゃあ、アリ彦に診てもらうことにするわ……来て見て触って……ヒメカのすべてを」
